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中
学
生
米
国
派
遣
研
修
団
８
名
元
気
に
帰
関

７
月

日
市
内
中
学
生
代
表
８
名
を
姉
妹
都
市
米
国
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
（
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
）
に
派
遣
。
５
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
６
日
に
元
気
に
帰
関
し
ま
し
た
！

下
関
市
は
、
国
際
化
に
対
応

で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
、
毎

年
８
名
の
中
学
生
国
際
親
善
大

使
を
任
命
し
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

市
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
の
研
修
団
は
、
訪
米
後
、
市

長
等
表
敬
訪
問
、
警
察
署
、
総

領
事
館
等
の
視
察
、
地
元
高
校

生
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
じ
、
本
場
の
英
語
や
米
国

文
化
を
直
接
肌
で
体
験
し
ま
し

た
。

■
事
前
研
修

６
月
下
旬
、
別
々
の
学
校
か

ら
集
ま
っ
た
団
員
８
名
は
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
開
講
式
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
発
ま

で
の
４
回
の
事
前
研
修
で
は
、

現
地
で
調
べ
る
各
自
の
課
題

（
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
、
日
常
生

活
、
食
文
化
、
宗
教
等
）
を
日

本
語
と
英
語
で
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
心
構

え
や
郷
土
下
関
に
つ
い
て
学
習

し
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

●
い
ざ
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
へ

新
下
関
駅
で
先
生
や
家
族
に

見
送
ら
れ
た
後
、
福
岡
空
港
か

ら
成
田
空
港
を
経
由
し
、
一
路

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
。
９
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
の
疲
れ
も
見
せ

ず
、
昼
食
に
ア
メ
リ
カ
ン
サ
イ

ズ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
平
ら

げ
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総

領
事
館
を

訪

問
。
現

地
情
報
収

集
、
日

本

人
保
護
、

旅

券
・
査

証
交
付
な

ど
領
事
館

の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
「
な
ぜ
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。
」
と
い
う
団
員
の
質
問

に
対
し
、
萩
原
副
領
事
が
ご
自

身
の
ま
っ
す
ぐ
な
職
業
観
を
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
移
動

し
、
い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ

ー

と

対

面
。
ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー

の

大

き

な

笑

顔

に

迎

え

ら

れ
、
一

気

に

緊

張

が

ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

●
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
探
検

２
日
目
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市

内
で
の
研
修
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

次
代
を
担
う
小
さ
な
国
際
人
育
成
に
向
け
て
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高

校

で

は
、
夏

休

み
中
に
も

関

わ

ら

ず
、
現

地

高
校
生
が

海
賊
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
校
内
を
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。
市
庁
舎

で
は
、
驚
く
ほ
ど
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ア
レ

ン
ト
市
長
に
面
会
。
市
議
会

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
警
察
署
や
歴

史

博

物

館
、
書

店
、
カ

リ

フ
ォ
ル
ニ

ア

シ

ア

タ
ー
等
を

視
察
。
夜

は
、
市
を

あ
げ
て
の

お

祭

り

C
u

lin
ary

C
raw

l

を

ピ

ッ

ツ

バ
ー
グ
市

民
と
共
に

楽
し
み
ま
し
た
。

●
州
都
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
へ

３
日
目
は
、
州
都
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
市
視
察
。
ま
ず
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
事
堂
。

英
語
で
の
説
明
を
一
生
懸
命

に
聞
き
取
り
ま
し
た
。
ア
ー

ノ
ル
ド
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ネ
ッ

ガ
ー
前
州
知
事
の
肖
像
画
は

現
在
作
製
中
と
の
こ
と
で
し

た
。
議
事
堂
を
後
に
し
、
カ

ニ
が
名
物
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

昼
食
。
ノ
リ
の
い
い
店
員
さ

ん
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
で
盛
り

上

が

り

ま

し

た
。
食

後

は

オ
ー
ル
ド
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の

街
を
散
策
。
馬
車
が
行
き
交

う
西
部
劇
の
よ
う
な
街
並
み

が
印
象
的
で
し
た
。

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ

４
日
目
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

子
ど
も

た

ち

と
、
行

き
の
バ

ス
か
ら

ハ
イ
テ

ン
シ
ョ

ン
。
霧

の

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

は

肌

寒

く
、
皆

が

上

着

を

羽

織

る
ほ
ど
。
霧
で
な
か
な
か
全

容
を
見
せ
て
く
れ
な
い
と
い

う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
で
す
が
、
こ
の
日
は

幸
運
に
も
全
体
を
見
渡
す
こ

と

が

で

き

ま

し

た
。
昼

食

は
、
名
物
ク

ラ
ム
チ
ャ
ウ

ダ
ー
。
パ
ン

の
器
ま
で
全

部
食
べ
ら
れ

ま
す
。
港
か

ら
は
、
脱
出
不
可
能
と
言
わ

れ
た
孤
島
の
旧
刑
務
所
ア
ル

カ
ト
ラ
ズ
が
望
め
ま
し
た
。

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
休
日

あ
っ
と
い
う
間
に
研
修
最
終

日
。
こ

の

日

は
、
ホ

ス

ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
プ
ー
ル

サ
イ
ド
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
。
ホ
ス
ト
ブ
ラ

ザ
ー
＆
シ
ス
タ
ー
た
ち
と

プ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
り
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
飛
び
跳
ね

た
り
と
大
騒
ぎ
。
プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
は
、
お
い
し
く
焼
け

あ
が
っ
た
肉
や
野
菜
を
ほ
お

ば
り
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー

の

終

盤

で

は
、
お

世

話

に

な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

テ ン ・ ボ イ ス

（ 団 員 の 声 ）

●アメリカに行くことで自分の世界

がすごく広がりました。自分でも

びっくりするぐらいたくさんの事へ

興味を抱くことができました。（日

新中O.H）

●お別れはとても辛かったです。で

も、いつまでも忘れません。この研

修は私の視野を広げてくれました。

将来は国際人になれるよう、成長し

ていきたいです。（長府中M.A）

●国境を越えて、いろいろなことを

学ぶことができました。「私達が見

て学んでいたものはごくごく一部で

あり、世界はとても広いのだ。」と

感じました。（長府中T.A）

●今回の研修で強く感じたことは

「人のあたたかさ」です。行くとこ

ろすべての場所で笑顔で迎えてくれ

たことがすごくうれしくて私も笑顔

になりました。（勝山中Y.A）

●帰国してふと思うと団員８人がと

ても太い友情で結ばれていました。

これがとても大きな収穫だったと思

います。（菊川中K.T）

●今回の研修は、日本とアメリカの

違いや語学面でたくさんのことを学

ぶことが出来ましたが、それ以上に

周りに感謝しなければならないこと

を学びました。（豊洋中K.A）

●全然言いたいことが伝わらないこ

とも、相手の考えがわからないこと

も何度もありましたが、そういうこ

とも含めて全部楽しかったです。

（夢が丘中N.M）

●「できる、できないではなくて、

やるか、やらないか」ということを

よく言われますが、今回の研修では

それがよく分かりました。意識して

自分から動けるようになりました。

（夢が丘中M.S）

○団員達は自分の英語が「通じる喜

び」「もっと伝えたいもどかしさ」

そして「勉強して話せるようにな

る」という希望を胸に帰国しまし

た。また、人とのふれ合いを通し、

言葉では言い尽くせない感謝の気持

ちを感じることできました。中学生

の多感な時期にこの大きな財産を得

られたことはきっと今後の人生に役

立つことだと思います。

（引率：原川智恵）

○改めて郷土下関の歴史文化などを

学習する良い機会となったこと、そ

して、訪米した姉妹都市ピッツバー

グ市の人達だけでなく、団員同士が

それぞれ学校や学年が違う中で、垣

根を越えてかけがえのない友達を作

ることができたことがとても嬉し

かったです。

（団長：川上勝）

ピッツバーグ市

・人口：６万３千人 ･面積：４０㎢   

･姉妹都市締結 １

９９８年１２月１

８日 ・アメリカ西

海岸サンフランシ

スコの東約60㎞

歌
を
披
露
。
皆

が
手
を
止
め
、

団
員
達
の
歌
声

に
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
帰
国
を

実
感
し
、
団
員

か
ら
は
、
口
々

に
「
帰
り
た
く
な
い
。
」
の
声
。

●
さ
よ
な
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

朝
７
時
、
お
別
れ
式
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

コ
レ
ッ
ト
夫
人
か
ら
日

本
語
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
帰
っ
て
き
て
い
い
の

よ
。
」
と
言
っ
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
涙
で
な
か
な
か
声
に
な
ら
な

い
「
あ
り
が
と
う
。
」
を
伝
え
ま
し

た
。

●
研
修
報
告
発
表
会

帰
国
後
、
保
護
者
や
先
生
等
を
迎
え
研

修
報
告
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
様
子
や
自
由
研
究
の
結
果

を
団
員
一
人
ひ
と
り
が
報
告
。
米
国
で

教
わ
っ
た
ダ
ン
ス
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
贈
っ
た
歌
も
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
全

て

の

人

達

に

感

謝

の

気

持

ち

を

伝

え

る

団

員

達
。
そ

の

姿

は
、

６

月

の

開

講

式

の

日

よ

り
、
ひ

と

ま

わ

り

大

き

く

感

じ

ら

れ

ま

し
た
。
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